
５  簡易収穫表の作成に関する調査 

（ 県単： H29（ 2017） ～R1（ 2019））  

   夏夏井 雄一朗 

目的 

長伐期施業に対応し た、 スギ及びヒ ノ キの簡易収穫表の調製を行う 。  

１  はじ めに 

長伐期施業に対応したスギ及びヒ ノ キの簡易収穫表の調製を行った。  
 資料と して、森林整備課において平成 22 年度から 平成 27 年度にかけて実施した森林資源

モニタリ ング調査の成果及びスギ次代検定林における過去の調査データを用いた。  

表１  資料数一覧（ 箇所）  

スギ ヒ ノ キ 計 
森林資源モニタリ ング調査 308 265 573 

次世代スギ検定林調査 177 177
計 485 265 750 

各調査結果に基づき、林分ごと に主林木平均樹高、ha 当たり の本数、ha 当たり の幹材積、

ha 当たり の胸高断面積合計、林分平均胸高直径、林分平均樹高を計算した。幹材積の算出に

あたっては、 立木幹材積表（ 1970） を用いた。  
また、 下記手順の一部を進めるにあたり 、 ㈱ラ イ ト スト ーンの Origin2018 を利用し た。  

２  調製手順 

既往の手法を参考に、 下記のと おり 行った。  
・ 地位曲線の調製

 資料を吟味し異常値を棄却のう え、 林齢と 主林木平均樹高の関係式を導いた。 また、 地位

による区分を行う ため、 林齢に対する主林木平均樹高の標準偏差の関数式を導いた。  
・ 林分密度管理図構成式の決定

 地位指数曲線と は異なる手法で資料を吟味し異常値を棄却のう え、林分密度管理図構成式

のう ち簡易収穫表の調製に必要な関係式を導いた。  

３  調製結果 

スギ及びヒ ノ キについて以下の関係式を導いた。  

   T： 林齢 

   Ht： 主林木平均樹高 

   Ht： 林齢に対する主林木平均樹高の標準偏差 
   V： ha 当たり 幹材積 
   N： ha 当たり 立木本数 
   Ry： 収量比数 

と する。  
なお、 収量比数については、 Ry=0.70、 Ry=0.75、 Ry=0.80 の 3 パターンで算出した。  
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（ １ ） スギ 
・ 林齢と 主林木平均樹高の関係式

Ht=25.32156×(1-0.99953×EXP(-0.02819×T -0.052011)1.000473   （ R2=0.6336）  
  σHt=0.6598×ln(T)-0.4396   （ R2=0.5474）  

中心線から の分布範囲は 2× H で設定し 、 その範囲内を 5 等分して地位の区分を行った。 
 従って、分布中心線が地位中と なり 、地位上及び地位下については分布中心線±1.6× H、

地位上下及び地位中下については分布中心線±0.8× H で示し た。  

図１  スギ地位曲線 

・ 等平均樹高曲線

・ 主林木平均樹高と ha 当たり 立木本数の関係式及び収量比数別の係数

NRy= K2’×HtK1

表２  K1、 K2’ の値（ スギ）  

Ry K1 K2’ 
0.80 
0.75 
0.70 

-0.686
-0.686
-0.686

8845.44 
7362.11 
6178.07 
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（ ２ ） ヒ ノ キ 

・ 林齢と 主林木平均樹高の関係式

Ht=22.90898×(1-EXP(-0.03845×T +0.11853)    （ R2=0.8753）  
  σHt=0.0481×T0.8974    （ R2=0.6914）  

スギと 同様に地位の区分を行った。  

図２  ヒ ノ キ地位曲線 

・ 等平均樹高曲線

 

・ 主林木平均樹高と ha 当たり 立木本数の関係式及び収量比数別の係数

NRy= K2’×HtK1

表３  K1、 K2’ の値（ ヒ ノ キ）  

Ry K1 K2’ 
0.80 
0.75 
0.70 

-0.7891
-0.7891
-0.7891

11608.35 
9791.14 
8305.27 
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（ ３ ） 簡易収穫表原案 

スギ、 ヒ ノ キと も 上記関係式より 簡易収穫表を導く こ と ができる。  

以下に、 収量比数を 0. 75 と 設定した場合の簡易収穫表原案を示す。  
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